
「
楽
し
ん
で
ご
利
益
を
」

４
月
17
日
（
日
）
に
延
命

寺
境
内
に
て
「
花
ま
つ
り
え

ん
に
ち
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

荒
川
区
の
文
化
財
で
も
あ
る
延
命
地
蔵
は
、

徳
川
幕
府
の
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
、
寛
保
１

年
（
１
７
４
１
）
に
刑
死
者
や
行
き
倒
れ
の
無

宿
人
な
ど
を
回
向
す
る
と
い
う
心
で
町
民
達
が

発
願
し
建
立
し
た
も
の
で
発
願
者
の
名
前
（
深

川
の
大
工
町
の
喜
之
助
・
木
船
町
の
頃
五
郎
衛

門
・
花
町
の
利
右
衛
門
・
横
山
町
の
長
左
衛
門

・
相
模
屋
の
七
左
衛
門
・
伊
勢
屋
の
新
八
）
が

台
座
に
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
地

蔵
は
、
江
戸
時
代
は
小
塚
原
仕
置
場
で
あ
っ
た

現
在
の
鉄
道
路
線
の
上
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、

明
治
28
年(

１
８
９
５)

に
日
本
鉄
道
の
土
浦
線

の
敷
設
に
よ
り
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
、
石
地
蔵
の
左
側
に
立
っ
て
い
る
御
題
目

塔
は
、
都
営
住
宅
近
く
の
都
バ
ス
の
発
着
場
に

あ
っ
た
法
華
庵
「
日
蓮
宗
」
の
お
寺
に
建
て
ら

れ
て
い
た
も
の
を
移
動
し
た
も
の
で
す
。
回
向

院
、
延
命
寺
（
回
向
院
か
ら
分
離
独
立
）
が
浄

土
宗
で
す
の
で
日
蓮
宗
の
御
題
目
塔
が
存
在
す

る
の
が
不
思
議
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
事
情
で
現
在
が
あ
る
の
で
す
。
（
コ
ツ
通
り

一
口
話
よ
り
）

「
空
襲
の
時
、
お
地
蔵
さ
ん
の
所
に
逃
げ
た
人

達
は
助
か
り
ま
し
た
」

延
命
地
蔵
は
27
個
の
花
崗
岩
の
寄
せ
石
造
り

で
で
き
て
い
ま
す
。
高
さ
は
一
丈
二
尺
、
約
3.6

ｍ
で
、
重
さ
は
70
ト
ン
あ
り
ま
す
。
関
東
大
震

災
や
東
京
大
空
襲
で
コ
ツ
通
り
が
全
滅
し
て
も
、

無
傷
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
２
回
目
の
揺

れ
で
延
命
地
蔵
の
左
手
が
音
も
な
く
、
す
っ
ぽ

り
と
外
れ
落
ち
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に

宝
珠
（
頭
部
が
と
が
り
、
そ
の
左
右
両
側
か
ら

ほ

う

じ

ゅ

魂
が
火
炎
が
燃
え
上
が
っ
て
い
る
表
現
し
た
も

の
で
、
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
不
思
議
な
玉
）

を
持
っ
た
左
手
は
無
傷
で
し
た
。
他
の
お
寺
で

は
、
墓
石
が
倒
れ
た
り
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
延
命
寺
（
浄
土
宗
）
の
墓
石
は
、
倒
壊
な

ど
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
子
供
の
こ
ろ
、
お
地
蔵
さ
ん
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
」

地
蔵
菩
薩
は
、
大
地
が
全
て
の
命
を
育
む
力

を
蔵
す
る
よ
う
に
、
苦
悩
の
人
々
を
そ
の
無
限

の
大
慈
悲
の
心
で
包
み
込
み
、
救
う
所
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は

「
子
供
の
守
り
神
」
で
す
。

延
命
地
蔵
は
身
替
り
地
蔵
で
す
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
（
100
円
）
他
に
射
的
、
輪
投

げ
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
等

（
50
円
）
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
見
守
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

12
時
と
14
時
か
ら
は
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
が

あ
り
、
13
時
か
ら
は
民
謡
、
舞
踊
の
シ
ョ
ー
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
普
段
出
会
う
事
が
な
い
浅
草
ブ

ラ
ジ
ル
料
理
「
ギ
ボ
ン
」
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
世
界
３
位
の
ピ
ザ
職
人
岡
田
智
志
さ
ん

の
「
オ
カ
ピ
ー
ト
」
が
荻
窪
か
ら
出

店
、
イ
ン
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ル
バ

リ
」
の
グ
ル
メ
も
当
日
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

延
命
寺
で
は
花
ま
つ
り
縁
日
限
定

朱
印
（
16
枚
300
円
）
や
身
替
り
地
蔵
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
・
お
地
蔵
ベ
ー
ゴ

マ
が
各
500
円
で
お
求
め
で
き

ま
す
。

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い

ま
す
」

ご
家
庭
で
余
っ
て
い

る
食
品
（
缶
詰
・
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
賞
味
期

限
ま
で
２
ヵ
月
以
上
あ

る
常
温
保
存
可
能
食
品
）

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
福
祉

団
体
や
必
要
と
さ
れ
る

方
に
寄
付
致
し
ま
す
。

延
命
寺
の
花
ま
つ
り

え
ん
に
ち
に
い
ら
し
て
、

笑
顔
の
こ
ぼ
れ
る
一
日

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

南
千
住
花
ま
つ
り
え
ん
に
ち
で

多
く
の
ご
利
益
を
！
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